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概要：本報告は、看護教育におけるバーチャルリアリティ（以下 VRと表記）技術の応用についての

実験的調査の報告である。実際に VR 機器およびマルチスクリーン機器を使用し、看護の演習での活

用と可能性について、数パターンの実験的検討を行った。そして看護教育の演習における、それぞれ

の VR 機器の特徴や効果および適応などを図式化した。今後の看護教育における VR コンテンツの開

発のための基礎的な資料となった。 

キーワード：看護、演習、シミュレーション、技術訓練   

 

 

1. はじめに 

バーチャルリアリティ（以下「VR））の技術は年々、高

性能化、利便化されてきており、様々な分野での活用がス

タートしている。特に医療の分野においても、臨床および

養成学校での技術習得などのためのVRの活用が進んでい

る。 

本調査は、看護教育におけるバーチャルリアリティ（以

下 VR と表記）技術の応用についての実験的調査の報告で

ある。実際にVR機器およびマルチスクリーン機器を使用

し、看護の演習での活用と可能性について、数パターン

の実験的検討を行った。 

最新のVR技術を活用し、より効果的な看護の教育プロ

グラムの制作を行うためには、まず、そのVR技術に関す

る基礎知識および特徴を理解し、現在、看護教育に使用

している教材などとの比較が必要である。必要な機材や

コンテンツについて検討し、教育プログラム開発におけ

るサイクルについても明確にしていくことで、看護教育

におけるVR技術の活用につなげていくことが可能となる

のではないかと考える。 

2. 調査方法 

看護教育における現状の教材と最新のVR技術の応用に

ついての比較検討を行い、一覧表を作成した(図 1)。VR 技

術を用いた演習に必要な機材やコンテンツおよび看護教

育プログラムの開発サイクルを図式化した。 

図 1 看護教育に活用可能な関連機器 

 

同時に実際にVR機器およびマルチスクリーン機器を使

用し、実際の演習での活用と可能性についての調査を行

った（図 2）。 

 

図 2: VR 機器などの調査の実際 
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図 3 看護教育における VR の位置づけ 

 

3. 調査結果 

看護教育における現状の教材とVR技術の特徴、看護教

育における教材とVR技術の比較、看護教育における必要

な機材やコンテンツについて図式化することで、それぞ

れの特徴が明確になった（図 3）。VR 技術の種類ととも

に、演習などにおける特徴が、それぞれが存在することも

わかった（図 4）。 

図 4 実際の演習と VR 活用した演習の特徴の違い 

 

4. 考察 

VR 技術の比較、看護教育における必要な機材やコンテ

ンツについての図式化より（図 3）、演習などにおいて、「相

互性」や「現実感」といった観点から考察すると、VR を

活用する演習の位置づけが明確になった。この位置づけを

意識しながら、ほかの教材との組み合わせを検討していく

ことで、「相互性」や「現実感」をそれぞれで補完しながら、

効果的な学修を行っていくことができるのではないかと

考える。 

今まで行われていた実際のモデル人形などを使用する

演習と VR 機器を活用する演習とでは、それぞれのメリッ

トおよびデメリットが存在し（図 4）、習得する技術の内容

や学修目標に応じて、演習方法の検討や使い分けが必要で

あると考える。 

最新の VR 技術の種類と特徴を調査し、実際に検証する

ことで、看護教育において VR 技術などをどのように活用

していくべきかを検討するための現実的な基盤を構築で

きたのではないだろうか。 

図 5 看護教育における VR の組み立て 

 

看護教育における VR での教育的アプローチは、使用用

途、使用人数によっても様々な調整が必要である（図 5）。  

海外に比べ、日本における VR コンテンツの種類もまだ不

十分であるため、様々な専門家との連携をはかり、より効

果的に看護教育のVRコンテンツの作成を急ぐ必要がある。 

 現在の技術による VR は、とてもリアリティ（現実感）

があるため、それを用いた演習は、実際の現場での看護の

質の向上にどのくらい影響があるのかについては、引き続

き VR の研究とともに調査を行っていく予定である。 

今後の課題としては、実際の経験を積むことが困難であ

る、災害看護や救急または訪問看護などの場面で、VR 技

術を活用した演習プログラムの開発を、専門家とともに

に行っていく必要があると考えている。特に、現在におけ

る、このコロナ禍において、オンライン演習や、シミュレ

ーションやVR技術を活用した教育方法のニーズは高まっ

ており、すぐに実践で活用できるような新しいコンテンツ

の誕生が望まれている。 

今後も、実際に VR 技術を活用して、VR コンテンツの

作成とともに、看護教育の教育プログラムを実践し、そ

の効果についての研究を継続していく予定である。 
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